
  

清
川
歴
史
公
園
か
わ
ら
版 

清
川
歴
史
公
園
管
理
運
営
委
員
会
で
は
、
食
堂
・
売
店
・
ガ

イ
ド
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
、
一
緒
に
地
域
を
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

管
理
運
営
委
員
会
、
ま
た
は
役
場
立
川
総
合
支
所
立
川
地
域
振

興
係
ま
で
お
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。 

 

連
絡
先 

〇
二
三
四-

五
六-

二
二
一
七 

春の大型連休・大勢のお客様来所で賑わう！ 
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■発行所 

清川歴史公園 

管理運営委員会 

■連絡先 

庄内町 

立川総合支所 

立川地域振興係 

 

清
川
関
所
・
清
河
八
郎
記
念
館

テ
レ
ビ
番
組
撮
影 

三
月
十
日
の
午
前
、
出
演
者
で
タ
レ

ン
ト
の
ビ
ビ
る
大
木
さ
ん
、
ソ
プ
ラ

ノ
女
優
の
の
だ
こ
こ
ろ
さ
ん
、
Ｙ
Ｔ

Ｓ
（
山
形
テ
レ
ビ
）
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
熊
谷
瞳
さ
ん
が
清
川
歴
史
公
園
に

お
い
で
に
な
り
、
清
川
関
所
の
冠
木

門
（
か
ぶ
き
も
ん
）
前
で
撮
影
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
清
河
八
郎
記
念
館
へ
移
動

し
、
記
念
館
の
前
で
館
長
の
廣
田
幸

記
さ
ん
が
出
演
者
を
お
迎
え
す
る
場

面
を
撮
影
し
ま
し
た
。
ま
た
翌
日
は
、

記
念
館
の
資
料
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 今

回
撮
影
を
さ
れ
た
の
は
、
四
月

十
三
日
（
水
）
午
後
七
時
か
ら
Ｙ
Ｔ

Ｓ
山
形
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
た
「
ビ

ビ
る
大
木
も
び
っ
く
り
！
発
掘 

山

形
の
一
番
」
番
組
を
通
し
て
、
清
河

八
郎
先
生
や
清
川
の
町
の
こ
と
を
多

く
の
人
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
訪

れ
る
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

清
川
歴
史
公
園
で
は
、
令
和
四
年
四

月
二
十
九
日
（
金
）
か
ら
五
月
八
日
（
日
）

の
大
型
連
休
中
、
大
勢
の
お
客
様
に
ご

来
館
い
た
だ
き
、
と
て
も
賑
わ
い
ま
し

た
。 五

月
三
日
か
ら
清
川
関
所
・
川
口
番

所
内
に
近
藤
勝
家
か
ら
お
借
り
し
た

「
鯉
の
ぼ
り
」
を
飾
り
つ
け
、
真
鯉
の
下

で
兜
を
被
っ
て
記
念
撮
影
さ
れ
る
親
子

連
れ
が
楽
し
そ
う
で
し
た
。 

ま
た
お
食
事
処 

御
殿
茶
屋
で
は
、
五

月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
「
子
供
の
日
サ

ー
ビ
ス
」
と
し
て
、
中
学
生
以
下
の
お
子

さ
ま
に
は
ワ
ン
コ
イ
ン
（
五
百
円
）
で
手

打
ち
そ
ば
や
東
風
そ
ば
等
を
提
供
し
た

上
、
ス
タ
ッ
フ
が
作
成
し
た
「
笹
巻
き
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。 

 

三
月
二
十
四
日
・三
十
日 

御
食
事
処
・御
殿
茶
屋 

【箏
演
奏
と
お
抹
茶
会
】

御
殿
茶
屋
で
は
三
月
一
日
か
ら
四
月

三
日
ま
で
渡
部
甚
内
家
に
伝
わ
る
由
緒

あ
る
お
雛
様
を
お
借
り
し
て
展
示
し
、

ご
来
所
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
で
も
珍
し
い

七
人
官
女
を
山
形
新
聞
や
荘
内
日
報
、

Ｙ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
週
末
は
入
館
者
で
大
変
賑
わ

い
ま
し
た
。 

ま
た
、
三
月
二
十
四
日
・
三
月
三
十

日
に
は
「
箏
演
奏
と
お
抹
茶
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
生
田
流
箏
林
会
本
間
社

中
職
格
者
の
柳
川
郁
子
さ
ん
に
よ
る
箏

の
し
ら
べ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
裏
千
家

淡
交
会
庄
内
支
部
の
近
藤
敬
子
さ
ん
・

成
澤
洋
子
さ
ん
に
よ
る
お
抹
茶
と
和
菓

子
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

右
か
ら
か
ら
成
澤
洋
子
さ
ん
、
近
藤

敬
子
さ
ん
、
柳
川
郁
子
さ
ん 

 

令
和
四
年
三
月
十
日
と
十
一
日
の

二
日
間
、
清
川
関
所
と
清
河
八
郎
記

念
館
で
テ
レ
ビ
番
組
の
撮
影
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

茶
会
の
席
で
使
用
さ
れ
る
「
野
点
傘
（
の

だ
て
が
さ
）
」
を
室
内
に
設
置 

清
河
八
郎
記
念
館
に
て
。
右
か
ら
、
の

だ
こ
こ
ろ
さ
ん
、
ビ
ビ
る
大
木
さ
ん
、

廣
田
館
長
、
熊
谷
瞳
さ
ん 

鯉のぼりの下で、兜を被り刀を持って記念撮影 

酒
井
家
庄
内
入
部
４
０
０
年
記
念
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
ご
参

加
の
方
も
多
く
ご
来
所
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
は
、
清
川
歴

史
公
園
・
清
川
関
所
等
、
庄
内
二
市
三
町

の
文
化
施
設
等
で
開
催
さ
れ
て
い
る

【
酒
井
家
庄
内
入
部
４
０
０
年
記
念
】

展
示
イ
ベ
ン
ト
を
対
象
に
、
３
つ
の
エ

リ
ア
か
ら
１
個
ず
つ
、
ま
た
エ
リ
ア
を

問
わ
ず
１
個
、
合
計
４
館
分
の
ス
タ
ン

プ
を
集
め
る
と
達
成
記
念
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。 

皆
さ
ん
も
参
加
し
て
み
て
は
ど
う
で

す
か
。
詳
し
く
は
、
清
川
関
所
・
受
付
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
ご
案
内
の
チ
ラ
シ

と
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
台
紙
を
ご
用
意
し

て
お
り
ま
す
。 
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『清川歴史公園・歴史講座 in 清川』 がスタート！ 

企
画
展
「
酒
井
家
庄
内
入
部
四
〇
〇
年
企
画
展
示
連
携
事
業
「
荘
内

藩
の
参
勤
交
代
」
で
は
、
致
道
博
物
館
か
ら
お
借
り
し
た
貴
重
な
資
料

の
画
像
を
パ
ネ
ル
に
し
て
皆
さ
ま
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
今
回
は
そ

の
中
の
ひ
と
つ
「
江
戸
庄
内
道
中
記
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

本
図
に
は
、
参
勤
交
代
の
ル
ー
ト
上
の
注
意
点
な
ど
描
写
的
に
記
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
企
画
展
示
で
は
、
鶴
ケ
岡
（
鶴
岡
）
か
ら
赤

川
、
渡
前
、
藤
島
、
千
本
杉
、
狩
川
、
東
興
野
、
清
川
ま
で
の
清
川
街

道
、
更
に
最
上
沿
い
に
古
口
か
ら
鮎
貝
付
近
ま
で
の
様
子
が
描
か
れ
て

い
る
箇
所
を
複
製
・
パ
ネ
ル
展
示
し
ま
し
た
。
現
在
の
町
の
様
子
な
ど

思
い
浮
か
べ
な
が
ら
ご
覧
い
た
だ
く
の
が
オ
ス
ス
メ
で
す
。 

企
画
展
示
部
会
よ
り 

酒
井
家
庄
内
入
部
四
〇
〇
年
記
念
展
示
連
携
事
業 

 
 

 
 

荘
内
藩
の
参
勤
交
代 

～
令
和
四
年
度
企
画
展
示
～ 

清
川
は
明
治
維
新
の
魁
と
言
わ
れ
た

清
河
八
郎
先
生
が
生
ま
れ
、
源
義
経
や

松
尾
芭
蕉
な
ど
が
訪
れ
た
交
通
の
要
衝

と
し
て
舟
運
で
栄
え
た
と
こ
ろ
で
す
。 

歴
史
の
里
・
清
川
を
出
発
点
に
、
町

内
や
庄
内
地
方
の
各
地
へ
歴
史
散
歩
を

誘
う
発
信
を
「
清
川
歴
史
公
園
・
歴
史

講
座
㏌
清
川
」
を
通
し
て
行
い
ま
す
。 

令
和
四
年
度
は
「
酒
井
家
庄
内
入
部

４
０
０
年
」
を
テ
ー
マ
に
、
六
月
と
八

月
、
十
一
月
の
計
三
回
開
催
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
ご
参
加

下
さ
い
。 

令和４年度は３回開催！テーマは「酒井家庄内入部４００年」 

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
清
川
関
所
【
電

話
：
０
２
３
４
‐
２
５
‐
５
８
８
５
】
へ

お
電
話
に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
定
員
に

な
り
次
第
、
受
付
終
了
し
ま
す
。
（
定
休

日
：
毎
週
月
曜
日
） 

な
お
、
八
月
に
開
催
す
る
第
二
回
は
、

清
河
八
郎
記
念
館
で
開
催
さ
れ
る
、
酒
井

家
庄
内
入
部
４
０
０
年
企
画
展
「
清
川
村

の
齋
藤
治
兵
衛
家
と
庄
内
藩
」
に
沿
っ
た

内
容
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

清
河
八
郎
記
念
館 

風
薫
る
五
月
。
日
々
緑
濃
く
、
色
々
な
花

が
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
季
節
で
す
。 

き
よ
か
わ
観
光
ガ
イ
ド
の
会
で
は
、
四

月
二
十
七
日
に
総
会
を
行
い
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
の
ま
ん
延
で
客
数
は
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
安
全
と
感
染
予

防
に
気
を
つ
け
て
、
お
も
て
な
し
案
内
を

し
よ
う
と
申
し
合
せ
ま
し
た
。 

総
会
の
後
に
は
、
関
所
内
の
展
示
物
に

つ
い
て
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。
酒
井
家

庄
内
入
部
４
０
０
年
に
因
み
、
藩
主
の
参

勤
交
代
の
資
料
に
つ
い
て
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
玉
越
さ
ん
よ
り
説
明
を
受
け
ま

し
た
。 

ま
た
観
光
協
会
を
拠
点
に
活
動
さ
れ
て

い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
國
本
美
鈴
さ

ん
よ
り
、
「
世
界
を
旅
し
て
」
と
題
し
て
講

話
を
聴
き
、
豊
富
な
海
外
旅
行
経
験
の
中

か
ら
、
色
々
な
体
験
や
出
会
い
、
お
も
て
な

し
な
ど
楽
し
い
お
話
で
し
た
。 

コ
ロ
ナ
下
で
ど
こ
へ
も
行
け
な
い
今
、

心
に
風
が
吹
き
渡
る
よ
う
な
心
地
で
し

た
。
そ
し
て
、
外
国
語
の
あ
い
さ
つ
も
学

び
、
「
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
、
心
づ
か
い

は
通
じ
る
。
」
と
い
う
の
が
印
象
に
残
り
ま

し
た
。 

御
殿
林
で
は
今
、
小
鳥
の
声
の
中
、
山
野

草
や
山
菜
が
沢
山
見
ら
れ
ま
す
。
散
策
道

に
は
チ
ッ
プ
が
敷
か
れ
て
歩
き
や
す
く
、

観
光
客
に
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
は
浦

島
草
・
二
輪
草
な
ど
咲
き
、
七
月
に
は
山
百

合
も
咲
き
ま
す
。 

地
域
の
皆
さ
ん
も
、
是
非
散
歩
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。 

第
一
回
は
、
六
月
二
十
二
日
（
水
）
に
、

致
道
博
物
館
の
主
任
学
芸
員
・
菅
原
義

勝
先
生
に
よ
る
「
庄
内
藩
の
参
勤
交
代
」

に
関
す
る
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。 参

加
費
は
、
手
打
ち
そ
ば
の
昼
食
や

お
土
産
付
き
で
、
お
ひ
と
り
２
，
０
０
０

円
。
お
昼
十
二
時
受
付
開
始
・
定
員
２
０

名
で
す
。
（
午
後
二
時
半
終
了
予
定
） 

 
歴
史
の
里
の
お
も
て
な
し 

～
ガ
イ
ド
の
会
よ
り
～ 

江戸庄内道中記（複製） 致道博物館所蔵 

※清川関所部分を拡大 


